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キャンペーンのリーダシップチーム



クリンクト

ミッション：教育を通して女性や子供の人身売買や
性的虐待を防止する

• 人身売買防止教育
• オーガナイジングWS
• ライフスキル教育
• オーガナイジング・プロジェクトのコーチ

• 国： シンガポール、ミャンマー、ベトナム



クリンクトのオーガナイジング

• ステップ １：人身売買防止とCO	

• ステップ ２：人身売買防止の為のオーガナイ
ジング・プロジェクトを地域で芽生えさせ育て
る

同志は誰：

人身売買を自分の地域からなくしたい人



オーガナイジング・センテンス

• 私たちはアジアの問題地域で人身売買防止
の必要性を共有するシンガポールとミャン
マーの人たちをオーガナイズし２０１６年１２月
までに５０人が参加する３つのワークショップ
と５つの教育／アウェアネス・プロジェクトを立
ち上げる



ミャンマーとシンガポール



第一層目リーダーシップ・チーム
２０１４年１２月



第二層目 シンガポールとカチン州の
コーチ ２０１５年１月





第二層目シンガポールで
オーガナイジング・プロジェクトが

スタート ２０１６年１月



第三層目 カチン州で
プロジェクトがスタート ２０１５年４月



第三層目を増やすヤンゴンWS
２０１６年１１月にピーク



ベトナム



《オーガナイジングセンテンス》

私たちはベトナム・フンソー地域住民の主体性ときずなの創造を成し遂げるために、
住民・大学生・リーダー・アーティザンをオーガナイズし、
住民を巻き込むゴミのキャンペーンの成功を重ねることで、
2016年６月までに 50人の参加者（内最低25名が住民）を達成します。

《困難だったこと》

l 当事者がコアメンバーにいないところからスタート。 コアメンバー =コミュニティのリー
ダーに、コンセプトを話し、重要性を腹の底から理解し、当事者意識を持ってもらう、、と
いうところが非常に困難で時間を要する。長い目をもって、忍耐で根気強く、繰り返しアプ
ローチしていくことが必要。

l 言語（ベトナム語）コミュニケーションの難しさ。
l コミュニティ住民間でのねたみ、嫉妬というのは根が深い。常にコミュニティ内の住人に
対しての気を使っている。

l エンパワーした人たちがその環境の中でどう力を発揮していくのか、というのが次の課題

アクションしてみて・・・

コミュニティの住民リーダーに当事者意識をもってもらうことが何より大事。根気づ
よさが必要



「アーティザンが、未来の住民リーダー候補となることを期待」
「そのためのサポートをPhuhiepでの仕事を通して行う」
「経済的な自立・時間が必要」

v コミュニティの住民であるアーティザンたちが、Phuhiepの仕事を通じて身につ
けてきた技術や安定した給与から得られる安心した暮らしを自信に変えてい
き、コミュニティで変革を起こしていかれるようサポートしていく。

v 「ライフスキル・自信」経済面での自立だけでなく、仕事を通じて身につけたラ
イフスキルの習得を促し、それをコミュニティでどのように生かしていくか。

《現在》


